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富士発 ・女と男のフォーラム ー一　　　　　　　　ｉＸＴ安全 ・安心な循環型社会をめざして

～～～ 学 校給食での取り組みから ～ ～～

日 時 平成17年 1月 30日 (日)

13:30～ 15:30

会 場 フイランセ西館4階大ホール

子ども滝斑 つ滝え簿脚

侵べることの 六鞠態

プログラム

◆開    会                      13:30

◆パネルディスカッション

(バネリスト)

近藤 律 子さん ・・・富士市立吉原小学校栄養士

宮田 雅 和さん ・・・いろはの会、エコファーマー

康田 雅 恵さん 。・・高木産業欄産業機器部営業課

村松千恵子さん ・・・国際ソロプチミスト富士 会 長

岩見 安 博さん 。・・和風料理 「花月」マスター (富士宮)

(ヨーディネーター)

小櫛 和 子  ・ ・・富士市学校給食を考える会 代 表

◆フリートーク

◆閉    会                      15:30

主催

共催

富士市学校給食を考える会

富士市男女共同参画センター利用団体委員会

- 5 4 -



〈フオーラム あ岬 た にあたって〉 鶴七帝呼頼孫行往と考ぇるハ ベ鬼 ,3、持 和チ

本国のみ…ラムは、冷あ派ばぁる谷aギ転緊i及癌桝えFちもみ阜後啓蛍にらよぃつ`を 8えたこ給 の"丞,あだ
｀
け

静 t輪さ焦1鱗を鵜 草繍 勉 数協 義端れF【イ容第Jのヤご、後レ成ネをとし、他(
椴 ヮて、ヽとす。

《 内 碁 》

と、近稼封字3さん(亀七挿ユちゑ1トヒ枚乾き士D

た,Lここの岳法難堵岳と1受渦し、と炊り`ら宏r姓ご
｀
みと推河印Lする、ね塀ユ

免ツトとチどもrこら!くイ去えにいとのヤしとに、平ガレと弁た、らザ市内牛ィ丈ドが
しヽそ。多式品え'31ャ言った蒋弧偲とお誌しし3す。

う新斡ご珠じユくチ答性も考えると.懇茅募審狩承と】彙湘しfくぃが、じ液盗後は、
大縁郷返ヵkあ 、れが不屯ろぃだちイリすみと、御 擢財御現がかかりすどと塚拐
あ負打ユが
'大
ぞ、ヽのご、鉢宰桂とた章希】夫甲することがび吾なか″た,

・うこ廷しても革孝宅 が雄 様 ぜき蛮しヽ全としムる。
S紛

;解 鉾 こ野

と切 る な 人 じんなよ 諏 ぁわハめ 免ド銅 いば

。 とうつうとレ は、珠が
'多く、3どうrcりtてし岳tが

1れ
k,

。触工えaヤ ど ヮヒLlレt化り、当コぁレイ究田積墜気
"子ともィをぅに伝えに.

…
暫勢詩ゴ轡晶。ど選惚ぞ亀
Ⅲ 3ど もィこらに 夕右ガ及のロメ亀、考も
イにぶり、ふげしみ夜らなぃ 転さ

2、 1喜旺|サ准 ィ地どん (エ コ多一貿―
・毛嫁歌脅率ガじ―フ

r、ヽ
ぅla,メメ

と)

i子
|:ヽ|:青:i締義

確癖鵜 鰹 財謝洗く央た
'■`ta&端 にテよ`く、フギマれ―ザの掛
tのよう空 求怒宥|う汽な 1代よるぢえ花 語秋色

娩映供明研繍蹴
G籍
占挽捕 歩盤 聡 蕊倉競我

淋討他珈舷
°
熱 糧tttttゑ鍛雛 告潟隷ギ盤?賛絡報鞄恐
する。

5 5



3、

°
鑑 鋼 戴
27嘲!鍛繊 鞭 治鮎 鰍 鮮

こでこるの皐体的体的尽の遥盗Fと徳ぇ野

tもなく、紀紬ぶ
・確え全れら.

うタ レ、そ花笠イどぅのヮ第系の領繁ドみ
よれろr
"もらゾしツサ碁尤夜`と、生た考laltとktな、傘祐パタろ̀

i換・敬努ど用子介紗↓:モ告rぷ雰3¥サ子
し
器既婿なら地痴脅ヒ

蕩口雅 るこん(るネた来の たよ務系をP壌謀珠)
お問 しヽか ゎをな ク←Z″―台夕‐2どユク

指七帝徴よまオ其密ィ差から生批ご及
i〒緩訂雛 婚繍岩蘊講焦蟹牲きゑ猛だ斌鐘枚後Rみな,

収雀 静 揺ダ戦

宴

ヽキl f宝
・′ri 3 ・ ■っ の 象

込 処 サ戎 絆社附) 生狩モ r命 濁

M対

待 預 懇 た ノ 々 つ ・各 名 ・攻 ・
沖兵 w五 夕 す

彰スィメ増理昆 ′
′ /7/ トマト ・ スイカネ

突ヤ、方 ク 人均卜。来之バ
'/ロ
 トウ毛ココ/

皿
旭
営ほ瑚懇 え ク 手価 のうせク`夕しヽ
てのに 会

合 計 θ

率を ・騎博■兵郷 など'、Ptk作 物 を】肇ば町
'材
史配セ
Ⅲ
せ、ぁ口こ料と枝 とヽ

求配の主ゎヾ`ユくな♪、作物う丈夫ずが、ヽしVうのカミ
tて``
ぞうとぁ多平孝」,

キ 科色州‐tき、ュ,町 ていち3θ口ご販乾,

中間
盟 粧Fル名9解
往み 工場   〕 ヌ

啓千尋亮を岳段姓 1景 すケ

(常あうう どす/が
'筋t十"の3、ヤ格寂と言み妊り

ふアレ・レ去―私軍々雫 ど、″た
アーノぜ―・テムにド与 Jっ、2/

°回以堤ぃ増 ヵロイ喰向にありますが、受け六ょに特に上磁はぁりふtん。

お岳士帝内の'〕ヽキじ校ごも、月こ科勁う書しぽ竹と、事社細 ☆花ど説朋
してしヽます.

- 5 6 -



4.ォ 寸松 今滝岳 こん (回 F換ソロアみミスト電士 /本&)

・歴嵐偽エハを,性笥3r、黙藤梁岐すこβ坐夕t;呂
]デ
レ;普`躍摯

夕ゎ俊,名隼

剛

暑登tヤ十1言量

1て

ちを〕
烏:析|1格!ばかし:ヌ河F祐工容考→生を科θttγす‐7′‐ユ〕会',ド

鮮2影烏景翻腕  緋 押雛蹴

岳1撤〉l控墾≧堅 艶 瑠 静縁霧 脅

闘 皆:鍬ヽ告偽転す軽コ露 粘ギ巻為T女器晶恐
筋 允うよ啓ゑっ雑縄 元密戦

にブ こヽんなは物ヽが'及れにこ
| じ

r楊
袴?暴幹栓イ勢そ瑠 :`鶴断 鑑 挽、

5.先 見ネft‐
・
さん (和浮R料理=あ凋」マスター )

多
'推
群携;鋒織楊

管 摺 を,話‖号Pとを毛11,ちユよ話 糾 毎をヒ号紹 ぞちr411り
勺 に材河‖射してぃま

S奄、免城r鮮散ろ耕
4統曾び称く待警探堵盛資

統ら隔、この'招k棟 傷゙4ム分舞安
r8鉱ど吾ジど、普亀髪身獣横裟壬轟:盈練 荻

｀
ェd どゝ私たぅk与えてくれネす。

雛籍軍阜乾推務徹
塚独ヤン体を1年ってぃみガぇは、不当に大投だ と忍し、ュし化.

徳的的鍬脇境携`酪鱗安駆野疑糠盤援しヽヤルゴぃk、 とt'あ↓‖念▼

- 5 7 -



ぐ参確碁河のつ巌疑にワいつ
及阜婿R:赫 紛

より,TWカ ト渦梯 を

一一 ハ 揚 クヽらの碁 乞 tワtl―トー?〕一一

。国惑ッロヮ考ミストら七・デ盈吃奉嘲と各負後  ラう者 凩チごルぶク

□態ソロ744ミスト佑とのか年反′″各孫ぃ柱 t体、
r場 残ュと協鶏 」て

い
守・

縄そ繁麹鞍騒繁鼈
まず縦滉難払次後;留資を省

がら、体どもL各ん使え、比んな族たの
ありみす.

・ふ敗ごも、琳みK、み鮪分劾拷業と涼ス象惣機銃β輸
材協毛1稔怒新衡モ家ゲあ争く、材如′等スを灯tケていろとしなどを
そ乞して、究労花化そ っル lそしていろ。

o 協Ⅲ争稼!竹ンえ私・ ル路賜-4彬ぶり

票を
｀
著縦鞄巌
心堅セギ孔モそ
仙な品じ錬醍湛段めの人
とになりまし14s杉 ,校だ1,‐ぴなくれ 化

ちにじ往孝の人吻 ことイスえていくに ょヽ、どうし“らよぃか.と恐ワてヽ みヽす,

n 傷ぇ軽脅ち売廷急往だかと方え匁外ゐベカと 3ヽメ全あとだんぶ少

磁き畿酵器  駆 1辮翻
混猪 tコ鵜 鞄 . れ 晶&と

め 知 舶 ∩ぜ、躍 にあ
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